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川崎市立中学校 

学習状況調査 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 １ 



◎ 調査の概要 

 

１．調査の目的 

学習指導要領に示されている各教科（国語・社会・数学・理科・英語）の目標および内容の

「基礎的・基本的な知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」について学習したものが、いか

に生徒に定着しているかを全市一斉に学年ごとの同一の問題によって調査する。そして、その結

果を診断し、今後の学習指導の改善に役立たせる。また、生徒自らが学習状況や学習課題の把握

ができるようにする。 

 

２．調査の内容 

○国語・社会・数学・理科・英語 

調査の目的に基づき、学習指導要領に示されている各教科の目標及び内容の基礎的・基本的な

事項について、各教科の出題範囲に基づいて、全学年を対象とする調査を実施した。 

 

○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 

生徒の生活や学習に対する意識等について明らかにするために、第２学年の生徒を対象とする

調査を実施した。 

 

３．調査の対象 

市内全市立中学校の全学年の生徒 

 

４．調査実施日及び調査対象人数 

（１）調査実施日           平成29年11月14日（火） 

 

（２）調査対象人数               
中

学校第１学年 9,692 人 
中

学校第２学年 9,671 人 
中

学校第３学年 9,863 人 
 



５．調査の方法 

○国語・社会・数学・理科・英語 

各教科の問題は、知識・技能に関する問題と思考・判断・表現に関する問題について出題し、

それぞれについて分析を行った。 

   

解答用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数の合計 

網掛けは、思考・
判断・表現に関す
る問題 

正答基準の解答類型により○を付ける 

Ａ：すべての条件が満たされている 

Ｂ：指定の語句をすべて使用している

が、内容が不十分である 

Ｃ：内容が正しくない、語句をすべて

使用していない、無答 



◎ 調査結果の概要 

 

○定着していると考えられる内容 ●課題があると考えられる内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 

知識・技能 53.8％ 56.5％ 56.5％ 61.5％ 60.2％ 

思考・判断・表現 63.4％ 49.8％ 42.0％ 59.4％ 37.9％ 

全設問 59.1％ 54.2％ 50.6％ 59.7％ 49.8％ 

 

思考・判断・表現に関する問題 

国 語 
○会話の内容を的確にとらえて聞くこと ●漢字を書くこと 
社 会 
○基本的な資料を読み取ること ●世界と日本との関連や時代の流れを理解すること 

数 学 
○単項式や多項式の四則計算をすること ●数量の関係を表す式を目的に応じて変形すること 

理 科 
○実験や観察の操作手順や注意事項を理解すること ●密度や抵抗など、割り算の立式や計算 

英 語 
○文を組み立てること ●正しい綴りで書くこと 

国 語 
○文学的文章を読み取ること ●文章からとらえたことや自分の考えを記述すること 
社 会 
●複数の資料を読み取り関連付けたり、既習事項と関連付けたりして考察し表現すること 

数 学 
○間違えを指摘して理由を説明すること ●文字を使った式を用いて適切に説明すること 

理 科 
○生活経験を基に家庭用電気器具のつなぎ方を考えること ●グラフや資料等のデータを活用して

考察すること 

英 語 
●場面や状況を理解し、それに適した文章を正しく書くこと 

知識・技能に関する問題 

平均正答率 



◎ 思考・判断・表現に関する問題 

１．国語 

 

 

○出題の趣旨 

物語を的確に読み取り、あとの条件を満たしてその内容を説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○授業改善に向けて 

 新学習指導要領解説国語編では、「情報の扱い方に関する事項」が新設され、話や文章に含まれている

情報を取り出して整理し、その関係を捉えることや、自分のもつ情報を整理し、その関係を分かりやすく

明確にするような情報の扱い方に関する「知識及び技能」は育成すべき資質・能力の一つとされている。 

読み取った内容をまとめて書くためには、自分がとらえたことをより的確に言葉で表せるように指導

することが必要である。 

授業改善の手立てとしては、目的や条件に応じて、自分のとらえたことをできるだけ正確に書いたり、

それを基に説明したりする活動が考えられる。このような活動の際は、自分のとらえた内容について子ど

もたちがよく確かめ、「この表現で内容を的確に表すことができているか」、「条件に即して十分な説明に

するためにはどうしたらよいのか」などを振り返りながら、よりよい表現に高めていくことができるよう

指導の工夫をすることが大切である。 
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文章を的確に読み取り、条件を満たして書くことに関する問題 
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―
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書
く
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以
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で
書
く
こ
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も
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と
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え
る
こ
と
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２．社会 

 

 

○出題の趣旨 

 南アメリカ州とオセアニア州の気候について、資料を読み取り、正しく判断できるかを問う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

地理的分野の目標には「地域の諸事象を環境条件等と関連付けて考察する」ことが示されている。諸

地域の学習では、地域的特色である自然条件等を大観し、それらを諸事象と関連付けて考察することが

重要である。また、新学習指導要領社会科の改訂の趣旨にも、社会的事象の特色や意味などについて比

較したり関連付けたり多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成が必要であると示されている。 

授業改善の手立てとしては、地域的特色を捉えるための学習課題を設定し、地域的特色を大観して身

に付けた地形や気候等の基礎的・基本的知識と、地域に見られる諸事象とを関連付けながら因果関係等

を考察し、学習課題を解決する学習過程が考えられる。社会的な見方・考え方を働かせて課題を追究し、

解決することを繰り返して、考え表現する力を育成していくことが大切である。 

世界の諸地域の特色について考え判断することに関する問題 

正 答：④  正答率：４３％      誤答選択率：① １８％  ② １５％  ③ ２３％ 

（以下略） 

 

主な課題 

複数の資料から情報を読み取り関連付けることや、既習事項と関連付けること 



３．数学 

 

 

○出題の趣旨 

 三角形の内角の和の性質を用いた考え方を図、言葉、式のそれぞれの表現を解釈し、与えられた三角

形の外角の性質を用いた考え方について、根拠を明らかにして説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

学習指導要領解説数学編では、「図形」領域における論理的に考察し表現する力について、「図形を

直観的に捉えること」、「数学的な推論に基づいて考察し表現すること」を育成することが求められて

いる。論理的に説明することについては、小学校算数科でも素地的な経験をしてきていることに留意し、

観察や操作、実験などの活動を通して、基本的な図形の性質を見いだすとともに、図形の性質を基にし

て確かめ説明することができるように指導することが大切である。 

授業改善の手立てとしては、説明の過程において、何を根拠として用いてよいのか、どのように用い

ればよいのかについて、伝え合う活動が考えられる。その際、自分なりの説明を簡潔・明瞭に表現でき

るように、解答を比較したり、検討したりすることを通してよりよい表現に高めることが大切である。 

問８（イ） 

右のような図形では∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ＝∠Ｄになります。 

(ⅰ)、(ⅱ)の補助線のひき方で、下の表のようにまとめています。 

このとき、(ⅱ)の考え方で解答用紙の図に補助線をひき、 

    理由     を入れて完成させなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多角形の角の性質に関する問題 

図 

理 由：三角形の外角はそれと隣り

合わない２つの内角の和に

等しいから 

正答率：11％ 

誤答例：外角の和は、その内角以外

の内角の和だから 

補助線がひけない：４％ 

無答率：15％ 主な課題 

三角形の内角の和の性質を用いた説明を解釈し、三角形の外角の性質を用いた考え方につい

て、根拠を明らかにして説明すること 

 



４．理科 

 

 

○出題の趣旨 

 「同じ種類の静電気は反発する」「違う種類の静電気は引き合う」という知識を活用して、ポリエチレ

ンのひもがひろがることと、ポリ塩化ビニルパイプによって浮くことの理由に適用することができる。 

 

問７ ａ 

  ［考察］のア， イに入ることばは何ですか。正しい組み合わせを次の①～④から１つ選び，その

番号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

新学習指導要領の目標には「観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。」と示されている。

科学的に探究する力は、「実証性」「再現性」「客観性」を踏まえながら、それまでに獲得した知識を活

用して、新たに見出した問題を解決し、また、新たな問題が生まれるという学習過程の中で育まれるもの

である。そのような学習を通じて、実際に行ったことがない実験の方法や結果においても、同じ原理を適

用して、科学的に探究することができる力を養うことが大切である。 

授業改善の手立てとしては、実験や観察の場面で、あらかじめ複数の現象を用意して、結果を整理し

ていく中で共通性に気が付かせて、原理を導くことや、結果が得られた後に、その結果から得られた原

理を活かすことができる違う場を用意して、適用範囲を広げる活動を行うことなどが考えられる。 

同じ知識を活用して、文脈の異なる二つの現象を説明する問題 

主な課題 

「同じ種類の静電気は反発する」という知識を「ひもが広がるということは『離れているこ

と』」「ひもが浮くということも『離れていること』」と考えて適用し、二つの異なる現象が、

同じ原因で起きていると考察すること 

 

正 答：４  正答率：３２％ 

誤 答：２     （２５％） 

３     （２１％） 

１     （２０％） 



５．英語 

 

 

○出題の趣旨 

 与えられた条件を満たすよう、ねらいに沿って、会話の流れや絵に適した文章を正しく書くことができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

新学習指導要領の目標に「コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、表現したり伝

え合ったりする」と示されている。外国語を適切に使用するためには、その目的や場面、状況などを意

識することが必要であり、その上で表現したり伝え合ったりするように指導することが大切である。 

授業改善の手立てとしては、場面や状況を意識させた上でお互いの気持ちや考えなどを伝え合うよう

な活動を行っていくことが考えられる。また、正しく書くことに関しては、ただ単文を書かせるのでは

なく、まとまりのある英文を書く学習を繰り返し行う中で、正確な語彙の使い方や文法などを確認して

いくことが重要である。 

 

英作文問題 

問８ b 

あなたはベンの部屋で一緒に過ごしていました。次の状況では、あなたなら何と言いますか。 

４語以上の英文で書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答例  

I must go home now. 

正答率 16％   

無答率 29％ 

主な課題 

会話の場面や状況を理解し、それに適した英文を正しく書くこと 



◎ 生活や学習についてのアンケートについて 

１．授業に対する好感度、理解度、有用感について 

（１）好感度 「すきだ」「どちらかといえば、すきだ」 
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35.0 

34.2 

36.4 
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社会H28

社会H27

６２．３ 

６３．５ 

６４．１ 

〇授業の好感度（「すき」「どちらかといえばすきだ」を合わせた割合）が最も高いのは「国語」

の 64.6％で、以下「社会」（64.1％）、「理科」（62.6％）、「数学」（57.6％）、「英語」

（56.7％）となっている。 

〇過去３年間の各教科の好感度の平均は、「国語」は 63.6％、「社会」は 63.3％、「数学」は

57.1％、「理科」は 61.8％、「英語」は 57.9％である。  
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（２）理解度 「わかる」「どちらかといえば、わかる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇授業の理解度（「わかる」と「どちらかといえば、わかる」を合わせた割合）が最も高いのは

「国語」で 85.5％、以下、「社会」（79.6％）、「理科」（76.0％）、「数学」（74.9％）、

「英語」（70.2％）となっている。 

〇過去３年間の各教科の理解度平均は、「国語」は 83.8％、「社会」は 74.9％、「数学」は

73.5％、「理科」は 74.7％、「英語」は 70.1％である。 
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（３）有用感 「役に立つ」「どちらかといえば、役に立つ」 
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今後ともすべての児童生徒が「わかる」ことをめざして、児童生徒が主体的に学習活動に取

り組み、基礎的な知識及び技能と思考力、判断力、表現力等を確実に身に付けることができる

ように授業改善に取り組む必要がある。 
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〇学習に対する有用感（「役に立つ」と「どちらかといえば、役に立つ」を合わせた割合）が最も

高いのは「国語」で 90.9％、以下、「英語」（89.1％）、「数学」（78.2％）、「社会」

（68.7％）、「理科」（53.6％）となっている。 

〇昨年度と比較すると、「国語」は 6.1、「社会」は 10.6、「数学」は 4.5、「英語」は 16.0 ポイ

ント増加している。好き」「どちらかといえば好き」と回答した児童は、国語２69.3%、社会

63.2%、算数 69.8%、理科 86.5%、総合 82.4%である。平成 24 年度と比較すると総合で 3.1 ポ

イントが高くなっている。 理科については、 理科支援員の配置事業を通して実験や観察を大

切にした授業が進められた成果と考える。科については、理科支援員の配置事業などを通して

実験や観察を大切にした授業が進められたことが考えられる。                    
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２．家庭生活の実態について 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校がある日、１日当たりど

れくらいの時間、テレビゲームを

しますか。」では、「１時間以

上」と回答した生徒は 63.6%、

「３時間以上」25.9%である。ま

た、「学校がある日、１日当たり

どれくらいの時間、テレビやビデ

オ・ＤＶＤを見たり聞いたりしま

すか。」では、「１時間以上」と

回答した生徒は、68.0%、「３時

間以上」20.2%である。 

 

 

 

 

 

  

「携帯電話やスマートフォンの

使い方について、家の人と約束し

たことを守っていますか。」で

は、「きちんと守っている」「だ

いたい守っている」と回答した生

徒は、65.5%である。また、「携

帯電話やスマートフォンを持って

いない」と回答した生徒は、

10.0%である。 

 

「学校がある日、１日当たりど

れくらいの時間、携帯電話やスマ

ートフォンで通話やメール、イン

ターネットをしますか。」では、

「１時間以上」と回答した生徒は

53.2％、「３時間以上」19.0％で

ある。 

 

携帯電話等の使い方については、家庭で約束事を決め、学校と家庭が連携して情報活用について正し

い知識を身に付けるように働きかけ、今後とも、経年変化や全国調査との関係を見ていく必要がある。 

10.1

15.1

10.1

10.8

19.9

18.3

27.9

19.4

17.4

12.3

9.2

9.6

5.3

14.4

0 20 40 60 80 100

視聴時間

実施時間

「テレビゲームの実施時間」

「テレビやビデオ・DVDの視聴時間」

4時間以上 3時間以上4時間より少ない

2時間以上3時間より少ない 1時間以上4時間より少ない

30分以上1時間より少ない 30分未満

まったくしない

28.9 

27.3 

36.6 

35.3 

9.3 

9.5 

15.0 

15.8 

10.0 

11.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

H29

H28

携帯電話の使い方

きちんと守っている

だいだい守っている

あまり守っていない

守っていない、まはた、約束はない

携帯電話やスマートフォンを持っていない

10.7 

11.0 

11.1 

8.3 

8.1 

8.3 

14.3 

14.0 

14.2 

19.9 

18.6 

19.4 

17.8 

17.6 

16.6 

18.7 

18.5 

18.8 

10.1 

12.0 

11.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

H29

H28

H27

携帯電話やスマートフォンの使用時間

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

30分以上、1時間より少ない 30分未満

まったくしない

28.9 

27.3 

29.2 

36.6 

35.3 

35.5 

9.3 

9.5 

7.6 

15.0 

15.8 

15.4 

10.0 

11.7 

12.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

H29

H28

H27

携帯電話の使い方

きちんと守っている

だいたい守っている

あまり守っていない

守っていない、または、約束はない

携帯電話やスマートフォンを持っていない



３．自尊意識・将来に関する意識などについて 
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自分にはよいところがあると思う

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

「自分には、よいところがあ

ると思いますか。」では、「あ

てはまる」「どちらかといえ

ば、あてはまる」と回答した生

徒は 69.4％である。 

 

「難しいことでも、失敗を恐れ

ないで挑戦していますか。」で

は、「あてはまる」「どちらかと

いえば、あてはまる」と回答した

生徒は 66.9％である。 

   

「将来の夢や目標を持っていま

すか。」では、「あてはまる」

「どちらかといえば、あてはま

る」と回答した生徒は 68.1％で

ある。 
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自分の町が好き

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

「自分の住んでいる町がすきで

すか。」では、「あてはまる」

「どちらかといえば、あてはま

る」と回答した生徒は 81.8％で

ある。 

「友達と協力しながら、活動し

たり勉強したりすることはすきで

すか。」では、「あてはまる」

「どちらかといえば、あてはま

る」と回答した生徒は 83.3％で

ある。 

自分の町を愛する気持ちや、他者と協力して活動することは、かわさき教育プランにおいても

大切にしているところであり、今後とも学校では、これらのことを意識した教育活動を進めてい

くことが大切である。 
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◎ 調査結果の活用 

 

１．主な誤答と分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科では、主任会や教科総会において、調査結果から明らかになった課題や授業改善への

手立てを周知するとともに、学習指導要領実践事例集などで具体的な実践例を示している。 

各学校では、設問ごとの授業改善への手立てをもとに、子どもたちが「わかる」を実感でき

る授業づくりに活用している。 

 



２．個人票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会的事象についての知識・理解」の観点から，あな

たの成績は高く評価できます。個別の知識をしっか 

り身につけた後で，それぞれの知識を関連づけて考える

練習もしておきましょう。 

「資料活用の技能」の観点から，あなたの成績は高く評

価できます。統計図などの資料を活用するには，基礎的

な知識も必要となります。さらなるレベルアップをはか

りましょう 

。 

1 中世の日本と社会 5/ 5 100 ▼ 53 

2 近世の日本と社会 5/ 5 100 ▼ 57 

3 近世の政治と社会 4/ 5 80 ▼ 47 

4 近代の日本と世界 7/ 7 100 ▼ 58 

5 北アメリカ州 3/ 5 60 ▼ 56 

6 南アメリカ・オセアニア 4/ 5 80 ▼ 52 

7 日本の姿と地形 5/ 5 100 ▼ 56 

8 世界と比べた日本の特色 6/ 6 100 ▼ 53 

9 九州・北海道 7/ 7 100 ▼ 54 

〔北アメリカ州〕の領域については，だいたい理解でき

ているようです。数多くの練習 

問題に取り組み，実力をつけましょう。また，アメリカ

合衆国の人口構成の特色につい 

てまとめましょう。 

数学 

観 

点 

別 

診 

断 

冬休み前に、教育相談や三者面談の機会を利用して、個人票を返却し、一人一人の生徒が学

習に取り組む態度や家庭生活での学習のあり方を改善することに活用している。 

また、学校や教員が一人一人の生徒の学習状況を的確に把握することにより、指導方法や教

育課程の検証・改善を図ることに活用している。 

 

領域名 設問の内容 正答率グラフ 正誤 平均正答率 

二重線…市内平均  

一重線…あなたの

成績 


